




8.2.16 廃棄物 

東京都では、「東京都建設リサイクル推進行動計画」を平成 10 年 11 月に策定し、都関連工事

から発生する建設副産物の計画的なリサイクルを推進しています。また、改定された「東京都

建設リサイクル推進計画」(平成 28 年４月 東京都)によると、東京都関連工事の再資源化等率

又は有効利用率の実績値(平成24年度)及び目標値(平成30年度及び令和２年度)は表8.2-27に

示すとおりです。 

表 8.2-27 東京都関連工事の再資源化等率又は有効利用率の実績値及び目標値 

対象品目 
実績値 

(平成 24 年度)
目標値 

(平成 30 年度)
目標値 

(令和２年度)

建設廃棄物 98% 99% 99% 

アスファルト･コンクリート塊 99% 99%以上 99%以上 

コンクリート塊 99% 99%以上 99%以上 

建設発生木材 95% 99%以上 99%以上 

建設泥土 87% 97% 98% 

建設混合廃棄物
排出率 - 1.0%未満 1.0%未満 

再資源化・ 
縮減率 

- 82% 83% 

建設発生土 - 99%以上 99%以上 
資料：「東京都建設リサイクル推進計画」(平成 28年４月 東京都都市整備局) 
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8.2.17 温室効果ガス 

東京都のエネルギー消費量と温室効果ガス排出量の推移は図 8.2-29 に示すとおりです。 

「東京都環境白書 2018」(平成 30 年 10 月 東京都環境局)によると、東京都における温室効

果ガスの排出量は、平成 28 年度は 6,601 万トン(速報値)であり、平成 12 年度の 6,220 万トン

と比較して約 6.1%増加しました。これに対してエネルギー消費量は、平成 28 年度は 635 ペタ

ジュール(速報値)であり、平成 12 年度の 802 ペタジュールと比較して約 21%減少しています。

エネルギー消費量が減少している一方、排出量が増加したのは、都内に供給される電気の二酸

化炭素排出係数が大幅に上昇したためです。 

また、東京都の部門別の二酸化炭素の排出量は、図 8.2-30 に示すとおりです。平成 28 年度

の東京の部門別二酸化炭素排出量を見ると、業務・家庭等を中心とする建築物部門が全体の７

割以上を占めています。東京都は、こうした部門に応じた二酸化炭素削減対策を推進するとと

もに、低炭素・防災力の向上に向けた多様なエネルギー源の確保に取り組んでいます。 

東京都は「東京の温室効果ガス排出量を 2000 年比で 2020 年までに 25%、2030 年までに 30%

削減する」という新たな目標を掲げています。 

注１)電力の CO2排出係数は、電気 1kWh 当たりどれだけの CO2を排出しているかを示す数字です。 

注２)PJ(ペタジュール)は熱量を表す単位で 1PJ=1015J です。 

注３)2016 年度は速報値です。

資料：東京都環境白書(平成 30 年 10 月 東京都環境局) 

図 8.2-29 東京都のエネルギー消費量と温室効果ガス排出量の推移 

資料：東京都環境白書(平成 30 年 10 月 東京都環境局) 

図 8.2-30 東京都の二酸化炭素年間排出量及び部門別排出割合 
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